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All you need for CAN CAN テクノロジーの 
パイオニア

HMS は約 30 年にわたり、Anybus、
Ixxat、Ewon の 3 つのブランドで信
頼性の高い産業用通信ソリューショ
ンを提供してまいりました。

1988 年に最初の CAN チップが発売
されたことにより、HMS のエンジニ
アは CAN ベースのシステムソリュー
ションを実装し、解析ツールやイン
ターフェース、インフラストラクチャー
コンポーネント、CAN ベース上位層
プロトコルを開発しました。Ixxat ブラ
ンドで最新のシステムコンセプトやシ
ステムソリューションを国内外の有名
企業をはじめ多くのお客様の開発プ
ロジェクトに実装されてきました。

CAN-in-Automation 創設メンバー
の 1 社として、 CiA のすべての重要な
委員会に参加しており、CANopen の
規格開発に重要な役割を果たしてい
ます。

信頼性と品質 

長年、品質は当社の礎であり、継続的
開発への動機となっています。
製品及びサービス品質の高さを確
かなものにするため、1996 年に ISO 
9001 に準拠した品質管理システム
を導入しています。 
信頼できるパートナーとして、長期に
わたる製品の安定供給、製品ライフ
サイクル期間中の継続的サポートを
提供しています。

未来志向のパートナーシップと
イノベーション

革新的でパワフル、コスト効率よく品
質水準の高い製品とサービスによっ
て、当社ではお客様との長期的な関
係を構築したいと考えております。こ
のため、常に新しいテクノロジーや製
品の研究開発に多くのリソースを投
資しています。
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 製品の長期安定供給

 確かな製品検査

 高い品質水準

 迅速なサポート

安心の理由



当社は CAN のエキスパートとして、
CAN テクノロジーと CAN / CAN FD 製
品で、お客様の信頼できるパートナー
であり続けます。

Alexander Hess,
Managing Director of the HMS 
Technology Center Ravensburg 
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マシン（機械・装置）制御
 制御アプリケーションの CAN ネットワー

クに PC を容易に接続
 SIMATIC® PLC 用 CANopen、CAN 拡張

モジュール

さまざまなアプリケーションや産業分野で実績のある 
当社の Ixxat ソリューション

デバイスと CAN や産業用 
Ethernet の接続
 シリアルまたは CAN デバイスをさまざ

まなフィールドバス、産業用 Ethernet に
接続するプロトコルコンバーター

 CAN と CAN FD の接続
 CANopen や SAE J1939 の実装に柔軟

性のあるプロトコルソフトウェア

ネットワーク 
インフラストラクチャー
 容易な配線とスター型・ツリー型構造の

実装によるコスト低減
 異なるネットワーク規格やワイヤレスを

含む様々なデバイスの接続
 ブリッジやゲートウェイを使用して容易か

つ安全に CAN FD に移行可能
 システム信頼性の向上、過電圧保護

OEM ソリューション 
特定のご要件やカスタマイズソリューションが必要
な際には、コンサルティングや開発サービスにより
仕様から生産、メンテナンスまでプロジェクトのあ
らゆる段階をサポート可能です。

外観のカスタマイズ
お客様の要件に合わせて標準製品を変更します。
ブランドラベルの変更やハードウェア・ソフトウェア
カスタマイズまで、対応いたします。

SAE J1939



 

豊富な種類、さまざまな
インターフェース 

Ixxat CAN インターフェースは、モ
ジュール構造でデザインされた機種も
あり、最大 4 つの CAN 高速チャネル
を備えています。自動車産業向けには、
CAN Low-speed、LIN チャネルを備え
ることが可能です。高速ネットワークに
は、最大 4 つの CAN FD チャネルが利
用可能です。ローコストなパッシブ仕
様、またパワフルなオンボードコント
ローラーを備えたアクティブ仕様の PC 
インターフェースも取り揃えています。

アクティブ仕様の PC インターフェー
スは、インターフェース上で直接送受
信されるメッセージの高精度なタイム
スタンプやアクティブフィルタリングな
ど、データ処理に高性能が求められる
アプリケーションに使用されます。 

また CAN インターフェースは、カスタ
ムアプリケーションに加え、当社の解
析・設定ツールや様々な機器メーカー
様の設定ツールを使用する際にも利
用可能です。 

CAN, CAN FD, CANopen,  
DeviceNet, SAE J1939

例：  
PC/CAN インターフェース 

制御と解析での使用例

Bluetooth 
又は 

USB で接続 

制御アプリケー
ションにプラグ
インカード 

Ethernet で接続

クラウド接続  
 MQTT

すべてのインターフェースに共通のドライバーインターフェース

製品名 CAN-IB200 
/PCIe

CAN-IB600 
/PCIe

CAN-IB640 
/PCIe

CAN-IB120 
/PCIe Mini

CAN-IB520 
/PCIe Mini CAN-IB 410/PMC CAN-IB 810/

PMC
CAN@net NT 
200/420 CANblue II CAN-IB630 

/PCIe 104 simplyCAN USB-to-CAN  
V2 compact

USB-to-CAN  
V2 professional

USB-to-CAN  
FD compact

USB-to-CAN  
V2 embedded

PC インター 
フェース PCI express PCIe PCIe Mini Card PMC Ethernet Bluetooth 

(V2.1) PCIe 104 USB USB USB USB USB

マイクロコントロー
ラー 32 Bit 32 Bit - - 32 Bit 32 Bit 32 Bit 32 Bit 32 Bit 32 Bit 32 Bit 32 Bit 32 Bit

フィールドバス 
インターフェース

CAN x 1-4
LIN x 1-2 

（オプション）

CAN / CAN 
FD x 1-2

CAN / 
CAN FD x 4
LIN x 4

CAN x 2 CAN /  
CAN FD x 1

CAN x 1-4
LIN x 1-2 

（オプション）

CAN / CAN FD x 
2
LIN x 1-2（オプ
ション）

最大 CAN x 4 
(CAN FD x 2) CAN x 1 CAN / CAN 

FD x 2 CAN x 1 CAN x 1
CAN x 2
LIN x 1 
(Automotive)

CAN / CAN 
FD x 1 CAN x 1

CAN バス 
インターフェース

ISO 11898-2;
（オプションで 
ISO 11898-3 
に切替可能）

ISO 11898-2 ISO 11898-2 ISO 11898-2 ISO 11898-2;（オプションで ISO 
11898-3 に切替可能） ISO 11898-2 ISO 11898-2 ISO 11898-2 ISO 11898-2 ISO 11898-2

ISO 11898-2 x 2
ISO 11898-3 
(Automotive) x 1

ISO 11898-2 ISO 11898-2

CAN 接続 D-Sub 9 ピン（CiA 303-1） D-Sub 9 ピン
（CiA 303-1） 片側バラ線接続ケーブル D-Sub 9 ピン（CiA 303-1 準拠） ネジ端子 D-Sub 9 ピン

（CiA 303-1）
ボードマウント
ソケット 2x5 D-Sub 9 ピン D-Sub 9 ピン

又は RJ45
RJ45 x 2 
RJ45/ D-Sub 9 ピ
ンアダプター付

D-Sub 9 ピン D-Sub 9 ピン

絶縁 オプション 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒 オプション 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒 オプション オプション 1 kV, 1 秒 1 kV, 1 秒

Ixxat PC/CAN インターフェース製品は、様々な PC インターフェー
ス規格でアプリケーションを CAN ネットワークに接続することが可
能です。アプリケーション、性能要件、コストに適した CAN インター
フェースの選択が可能です。

共通アプリケーション 
インターフェースを持つ 
ドライバーパッケージ

特長
共通のドライバーインター
フェースによりアプリケー
ションを変更することなく
異なる PC インターフェー
スを簡単に使用可能

標準 PC インターフェース
をすべてサポート

パワフルなドライバーパッ
ケージ

高データスループットと低
遅延時間

高い品質水準

各種 OS 用無償ドライバー 

PC/CAN インターフェースは種類豊
富でありながら、すべて統一されたプ
ログラミングインターフェースを使用
することで、Windows 用（VCI）とリア
ルタイム OS用（ECI）のハードウェア
に依存しないドライバーで動作が可
能です。  

PC/CAN インターフェースの種類の
変更は、アプリケーションを変更する
ことなく、非常に簡単に行えます。これ
により、将来の技術にも十分備えるこ
とが可能です。

Windows

「Virtual Communication Interface
（VCI, 仮想通信インターフェース）」

は、システムサーバーとして設計され
ており、複数アプリケーションによる 1 
つ又は複数の PC インターフェースの 
1 つ又は複数の CAN コントローラー
への同時アクセスを可能とします。す
べての重要な機能をカーネル上に移
動することにより、VCI ドライバーの
リアルタイム性を大幅に最適化しま
す。簡単なテストや起動用に無償の 
canAnalyser Mini が利用可能です。
 
VCI アプリケーションインターフェース:
  C API    C++ API    .NET API  
  JAVA API    LabView API  
  サードパーティ製ソフトウェア

Linux, SocketCAN, INtime, 
RTX 及び VxWorks

Linux やリアルタイム OS 環境にお
いてCAN インターフェースを使用
する場合に、ユニバーサルなドライ
バー「Embedded Communication 
Interface（ECI, 組み込み通信イン
ターフ ェース）」を無償で提供します。
アプリケーションインターフェースは、

「ANSI-C」インターフェースとして設
計され、ベースのアプリケーションに
必要なすべての機能を備えています。
また、SocketCAN ドライバーで標準 
Linux CAN ツールも使用可能です。 

CANopen 及び SAE J1939 API

CAN インターフェースを CANopen 
及び J1939 で使用する場合に向け、
プロトコル固有のすべての機能を備
えたドライバー API を提供します。

PC インターフェース 
 
CAN、CAN FD、CANopen、 
SAE J1939



CAN リピーターは CAN システムの 
2 つかそれ以上のセグメントを物理
的に接続するために使用します。ド
ロップラインだけでなく、ツリー型や
スター型トポロジーを構築できます。
リピーターで接続された回線は、電
気的に独立したセグメントになるた
め、電気的信号を最適に終端するこ
とが可能です。また、ガルバニック絶
縁リピーターを使用することでネット
ワークセグメントを電気的に絶縁す
ることが可能です。
Ixxat CAN リピーターは、堅牢性や
温度範囲、安全性の面において特に

産業環境での使用に向けてデザイン
されています。  シンプルな配線によ
りコストは低減しつつ、システムの信
頼性は大幅に向上します。 

トランシーバーの出力容量に応じて、
CAN リピーターを介して接続された 
CAN システムを複数のサブシステム
に分割することで、バスの最大接続
ノード数を増やすことが可能です。シ
グナルについては、リピーターは関
連する遅延時間とともに回線に対応
します。
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特長
シンプルな配線で省コスト

システム信頼性の向上

絶縁による回線保護

CAN FD 対応リピーター

製品名 CAN-CR100 CAN-CR110/FO CAN-CR120/HV CAN-CR200 CAN-CR210/FO CAN-CR220 CAN-CR300

詳細 CAN, CAN FD  
リピーター

CAN, CAN FD 光ファ
イバーリピーター

4 kV 絶縁 CAN, CAN FD 
リピーター

スタッカブル CAN 
リピーター

スタッカブル CAN 光
ファイバーリピーター

4 kV 絶縁 CAN リピー
ター

CAN, CAN FD リピー
ター

CAN バス
インター
フェース

ISO 11898-2 x 2 ISO 11898-2 x 1 ISO 11898-2 x 2 ISO 11898-2 x 2;
DIN レールバス

ISO 11898-2 x 1;
DIN レールバス ISO 11898-2 x 2 ISO 11898-2 x 4

CAN 接続 ネジ端子 ネジ端子 ネジ端子 D-Sub 9 ピン D-Sub 9 ピン D-Sub 9 ピン ネジ端子

CAN バス
終端 オプション オプション オプション 使用/不使用を切替

可能 使用/不使用を切替可能 使用/不使用を切替可
能 オプション

ガルバニッ
ク絶縁

CAN1/CAN2
1 kV, 1 秒

CAN1 - PWR 1 kV
CAN2: 光ファイバー

CAN 1 / CAN2 / PWR 4 
kV, 1 秒

CAN1/CAN2
1 kV, 1 秒

CAN1 - PWR 1 kV
CAN2: 光ファイバー

CAN1 / CAN2 / PWR 
4 kV, 1 秒

CAN 1 / 2 / 3 / 4
1 kV, 1 秒

FO  
インター
フェース

- ST（ 光ファイバー 
50/125 μm duplex）- -

F-SMA 又は ST（ 光ファ
イバー50/125 μm 
duplex）

- -

ボーレート すべてのボーレートをサポート

N

R

ナセル 
コントロール 
ユニット

N

N

NR

R

R

ノード

リピーター
3 つのピッチ制御ドライブとマスターコント
ローラーは、CAN で通信します。Ixxat CAN 
リピーターが各ブレードをスター型接続
し、EMI の影響を排除して安定した通信を
実現し、スリップリングを介した伝送信号の
再生も行います。

アプリケーション例:   
風力タービン

www.ixxat.com/repeater

CAN リピーター 

10 m 10 m

50 m 50 m 50 m

2

1

3

4

5

6

従来のバス構成
2 つのノード間の最長距離（1 と 6 間） は 220m

10 m 10 m

50 m 50 m 50 m

40 mリピーター

2

1

3

4

5

6

ドロップラインによる拡張構成
2 つのノード間の最長距離（1 と 4 間 又は 4 と 6 間）は 150m

CAN インフラ
ストラクチャー
CAN, CAN FD リピーター・ ブリッジ・ 
ゲートウェイ

CAN リピーターを使用して最適化された 
ネットワーク構造



NEW

CAN ブリッジ・ゲートウェイ 
ブリッジやゲートウェイを使用することにより、CAN シス
テムの構成を多様化することが可能になります。例えば、
CAN システムをより広いエリアで使用したり、CAN イン
ターフェースを持たないデバイスをシステムに接続したり、
Bluetooth や Ethernet 等の異なるテクノロジーを使用し
て CAN システム同士をつなぐことも可能です。 

CAN ブリッジは、異なるビットレートやプロトコルの CAN/
CAN FD 機器やネットワーク同士をつなぐことが可能です。
Store-(modify)-forward 方式に基づき、CAN メッセージ
が一方のサブネットワークから受信され、他方のサブネット
ワークに転送されます。変換やフィルタールールも使用可能
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特長
シンプルな配線で省コスト

システムの拡張が可能

フィルターおよび変換機能

システム信頼性の向上

ガルバニック絶縁による回線保護

長距離のブリッジ、Bluetooth や Ethernet 
を使用したシステムへのアクセス

製品名 CANbridge NT 200/420 CAN@net NT 100 CAN@net NT 200/420 CANblue II

詳細 CAN / CAN-FD ブリッジ
（設定可能）

CAN - Ethernet 間 
ゲートウェイ及びブリッジ

CAN-/CAN-FD - Ethernet 
間ゲートウェイ及びブリッジ

CAN/Bluetooth ゲートウェイ、
ブリッジ、PC インターフェース

用途
CAN 及び CAN FD ネット
ワークの拡張、セグメント化、
接続

Ethernet を使用した長距
離のブリッジ、システムへの
アクセス

ブリッジや Ethernet を介
したネットワークの拡張、
Ethernet 接続のシステムや
デバイスへの接続

ワイヤレス CAN 接続 
（例：スリップリングの置換え）

機能

- Action Rule
- メッセージフィルタリング
- ID 変換
- ボーレート変換
- マッピング/多重送信

- Action Rule & MQTT
- メッセージフィルタリング
- ID 変換
- ボーレート変換
- マッピング/多重送信

- Action Rule & MQTT
- メッセージフィルタリング
- ID 変換
- ボーレート変換
- マッピング/多重送信

- メッセージフィルタリング

フィールドバスイ
ンターフェース

NT200 - CAN x 2  
NT420 - CAN x 4（うち 2 
つを CAN FD に切替可能）

CAN x 1
NT200 - CAN x 2  
NT420 - CAN x 4（うち 2 
つを CAN FD に切替可能）

CAN x 1

CAN バスイン
ターフェース ISO 11898-2 x 4 ISO 11898-2 ISO 11898-2 x 4 ISO 11898-2

CAN 接続 ネジ端子 D-Sub 9 ピン（CiA 303-
1） ネジ端子 D-Sub 9 ピン（CiA 303-1）

その他インター
フェース

デバイス設定用 USB 10/100 Mbit/s, ツイスト
ペア, RJ45, デバイス設定
用 USB

10/100 Mbit/s, ツイスト
ペア, RJ45, デバイス設定用 
USB 

Bluetooth 仕様
V2.1, Class 1 / +17 dBm

絶縁 有 有 有 有

アプリケーション例:   
MQTTによるCAN@net NT のクラウド接続 

MQTT

フ
ァイアウ




ォール



センサー

Ethernet

MQTT  
ブローカー

WLAN  
または 4G

!

システムの異常が
センサーを介して記録
され、CAN@net NT の

「Action Rule」を使
用して MQTT でユー
ザーに通知されます。

 プログラミング不要で動作の設定が可能
 受信メッセージ又はデバイス/バスステータスのトリガー
 イベント通知（アラーム、メンテナンス、デバイスやネット

ワークステータス）
 選択した CAN 又は CAN FD メッセージの送信

なため、様々なプロトコルへの対応が
可能です。CAN FD メッセージを複数
の CAN メッセージに分割したり、ま
たその逆で CAN メッセージを結合し 
CAN FD メッセージとして送信するこ
とも可能です。  CANopen や J1939 
等の上位層プロトコルもトランスペア
レントに通信可能です。

CAN ブリッジは、そのサブネットワー
クに関連した情報のみを転送するこ
とにより、サブネットワーク間を階層
化することにも適しています。
他の伝送システムを使用したブリッ
ジ機能も実行可能です。例えば、CAN-
Ethernet-CAN のブリッジには、2 台
の Ethernet-CAN-Ethernet ゲート
ウェイで離れた場所に存在する CAN 
ネットワークを接続することが可能で
す。CAN@net NT 420 を 4 台使用し
て、最大 16 の CAN / CAN FD ネット

ワークに接続可能です。

CAN ゲートウェイは、 CAN ブリッジ
の拡張として他の通信システム経由
で CAN ネットワークへの接続を可能
にします。
いずれの場合も接続されたバスシス
テムのプロトコルが他の通信モデル
にマッピングされます。

www.ixxat.com/bridges

Q2/2020 販
売

予
定
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製品名 CANopen Module DeviceNet Module SAE J1939 Module
詳細 canAnalyser /-Lite 用 

CANopen 拡張機能
canAnalyser /-Lite 用 
DeviceNet 拡張機能

canAnalyser /-Lite 用 
SAE J1939 拡張機能

含まれる機能/ 
モジュール

CANopen 規格に準拠したメッ
セージの解釈と表示 
CANopen FD USDO の解釈

DeviceNet 規格に準拠したメッ
セージの解釈と表示

SAEJ1939 規格に準拠したメッ
セージの解釈と表示

特長 メッセージをスクロールモード又
は上書きモードで表示
EDS, DCF, XDD ファイルインポー
ト
CSV やクリップボードにエクスポー
ト
変化したデータの強調表示や受信
統計表示
ノード番号やメッセージタイプによ
るフィルタリング
関連するすべてのプロトコルや 
PDOの解釈
ファイルに記録

メッセージをスクロールモードで
表示
Explicit, フラグメントコネクショ
ンの設定
メッセージ毎、又はフラグメント
表示でフラグメンテーションプロ
トコルの評価とモニタリング 
Message Group や ID、MAC ID 
やメッセージタイプによるフィル
タリング
ファイルに記録

メッセージをスクロールモード
又は上書きモードで表示
アプリケーションや診断、コネ
クション管理メッセージの解釈
変化したデータの強調表示や
受信カウンター
Parameter Group Number 
の宛先、送信元アドレスによる
フィルタリング
ファイルに記録

SAE J1939

canAnalyser と 
オプションモジュール
canAnalyser は、CAN 通信の
システム開発やテスト、メンテ
ナンス向けの機能豊富な解析
ツールです。モジュールコンセプ
トにより、機能追加に対し優れ
たオープン性、拡張性を提供し
ます。

CAN 解析・診断

canAnalyser は、個々のメッセージや
シグナルの送信や、シーケンスの伝
送、メッセージやシグナルの受信や解
釈、統計データの表示など、多くのア
プリケーションに対応する機能を備
えています。

シグナルはデータベースで管理され、
特別なインポートフィルターを使用し

てロードします。インポートフィルター
は、CANdb、FIBEX、DIM、LDF 形式が
利用可能です。CANdb と DIM データ
ベースはエディターツールを使用し
て作成できます。バス負荷やエラーフ
レームなどの統計値はデータベース
のシグナルとともに評価が可能です。
また、スクリプトベースの統計機能に

製品名 canAnalyser 3 Mini* canAnalyser 3 Lite canAnalyser 3 Standard

詳細 CAN や LIN システム向け PC ベース解析ツール
含まれる機能
/モジュール

CAN, CAN-FD,LIN 
メッセージの 
Reception（受信）、
Transmission （送
信）モジュール

CAN, CAN-FD, LIN メッセージの Reception（受
信）、Transmission （送信）モジュール、Trace（ト
レース）、Replay（リプレイ）、Sequencer（シーケ
ンサー）モジュール
シグナル受信モジュール
CANdb, FIBEX, DIM, LDF インポート

Lite 版に下記機能追加:
シグナル送信モジュール

特長 バストラフィックのオ
ンラインモニタリング
単発メッセージやサ
イクリックメッセージ
の送信（最大 5 ）
メッセージの記録 
(CSV)

バストラフィックのオンラインモニタリング
単発メッセージやサイクリックメッセージ、シーケ
ンスの送信
コマンド制御メッセージシーケンスの生成
設定可能なトリガー条件によるメッセージの記録
タイムラインにメッセージ内容をグラフィック表示
バス負荷の検出/表示
オープンプログラミングインターフェース
スクリプティングホスト

Lite 版に下記機能追加:
複数ライン、複数ボードオペ
レーション
複数モジュールインスタン
ス 

OS Windows 7 (32/64 bit) / Windows 8 (32/64 bit) / Windows 10 (32/64 bit)
*簡単なテスト目的には、VCI と一緒にインストールされる無償の canAnalyser Mini が使用できます。 www.ixxat.com/canAnalyser

より、迅速且つ容易に特定のアプリ
ケーションニーズに適合させることが
可能です。
機能追加は、オプションモジュー
ルによって実現可能です。例えば 
CANopen、DeviceNet 又は J1939 
ベースのシステムでプロトコルに特
化したメッセージ表示などが可能

です。お客様固有の機能はオープ
ンな.NET プログラミングインター
フェースを使用してモジュールとして
容易に統合可能です。

canAnalyser は、VCI ドライバーを
ベースにしているため Ixxat PC CAN 
インターフェースで利用可能です。
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CAN データロガー
CAN, CAN FD ネットワーク対応 
省コストなロギングソリューション

この CAN データロガーは、パワフルな FRC プラット
フォームをベースにした無償版 ACT ツールで容易に
設定可能です。ベーシックバージョンは 4 つの CAN 
チャネルを備え、SD カードや USB にデータを記録
します。また、デバイスは設定やダウンロード用に 
WLAN を使用可能です。

製品名 CAN Data Logger
特長 最大 8 つまでの CAN チャネルを同時に記

録（CAN FD x 4）
統一のタイムベースで記録
メッセージ/シグナルやバス全体をドラッグ 
& ドロップで容易に設定 
プリ・ポストトリガー（リングバッファー）によ
るグラフィカルなトリガー設定
SD カード、USB メモリーや USB ハードディ
スクに記録（CSV, MDF4,バイナリー形式）
USB, LAN 又は WLAN を使用して HTML5 
対応 
 
デバイス（タブレット/ PC ）で Web-socket 
を介したデータの視覚化
データロガーからゲートウェイに簡単に
アップグレード
8 つの CAN チャネル、FlexRay、アナログ/
デジタル IO を備えたパワフルバージョンも
ご用意

診断ツール
Ixxat CANcheck を使用してインストール時
や稼働中の CAN システムの解析や評価を
実施することが可能です。

解析結果に基づき、エラーは迅速かつ容易に排除
したり、既存システムの信頼性を向上させるために
最適化することが可能です。また、新しく構築された
システムの全体試験も可能です。

製品名 CANcheck
詳細 CAN システムの設定、トラブルシューティ

ング、メンテナンスのためのハンドヘルド
テスター

特長 配線、終端処理、ケーブル長、インピーダン
スのテスト 
シグナルレベルやバス負荷
送信 ID の判断や受信周期の表示
単位時間あたりのエラーフレームの表示
自動ボーレート検出
CANopen モード: ノード番号によるメッ
セージ表示
測定結果の保存と USB を介しての送信

ディスプレイ バックライト付液晶ディスプレイ
CAN インター
フェース

CAN (ISO 11898-2) x 1

その他イン
ターフェース

PC ベース制御、メッセージダウンロード用 
USB2.0, オシロスコープ用 BNC トリガー
出力

プロトコル CAN, CANopen
電源 1.5 V AA バッテリー x 4 又は USB
操作と設定 キーボード又はターミナルプログラム

製品名 CM CANopen 
for SIMATIC S7-1200

サポートする CANopen 機能

実装されている CiA 仕様 CiA 301 version 4.2
CiA 302 version 4.1, parts 1-4

プロセスデータオブジェクト(PDO) 64 RPDO, 64 TPDO

TPDO 送信タイプとプロトコル 非周期同期、周期同期、イベントドリブン PDO 書
き込みプロトコル

サービスデータオブジェクト 
(SDO)

SDO 機能（ノーマル（セグメント）、エクスペディ
ティッドアップロード & ダウンロードプロトコル）

デバイスモニタリング ハートビートプロデューサー/コンシューマー

CAN ビットレート 20 kbps – 1 Mbps
CANopen マスター固有の機能

ネットワークマネジメント (NMT)
NMT ノードコントロール及び NMT エラーコン
トロールを持つマスター機能 
NMT スタートアッププロセス対応 （ CiA 302） 

ノードガーディング  
（NMT エラーコントロール） マスター, スレーブ

サービスデータオブジェクト 
(SDO) クライアント, サーバー 

CANopen スレーブ固有の機能 
ネットワークマネージメント
(NMT) ステートネットマシン 有

ノードガーディング  
（NMT エラーコントロール） スレーブ

同期 コンシューマー
サービスデータオブジェクト 
(SDO) サーバー

ビットレート自動検出 無

PLC 拡張モジュール
SIMATIC® 産業オートメーションシステム用 
CANopen® インターフェース 

CM
 C

AN
op

en
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e

HMS の CANopen モジュール
を使用して、CANopen フィール
ドデバイスを容易に SIMATIC 
に統合することが可能です。

CM CANopen for SIMATIC S7-1200® 
は、SIMATIC ハードウェアに完全統合する
コンパクトな形状に HMS の CANopen マ
スターテクノロジーを実装しています。 
CAN 又は CANopen ベースの機器を持つ 
SIMATIC ソリューションを直接拡張できる
ため、スペースをとる高価な PROFIBUS や 
PROFINET - CANopen ゲートウェイは不
要です。

モジュールは CANopen に必要なすべての
設定データを迅速に生成できる、最適化さ
れ直感的な操作が可能な CANopen 設定
ツールによってサポートされています。
トランスペアレント CAN 2.0A モードをサ
ポートしており、システムインテグレーター
様はお客様独自の CAN ベースフィールド
バスプロトコルの実装も可能です。

特長
CAN 又は CANopen ベースのデバイ
スを Siemens 社製機器に容易に統合

PROFIBUS/PROFINET コントロー
ラーと CAN/CANopen フィールドバ
スデバイス間を接続（ゲートウェイ） 
CAN 2.0A モードでお客様独自の 
CAN ベースフィールドバスプロトコル
の実装に対応

TIA Portal ハードウェアカタログに完
全統合

TIA Portal への統合を容易にする 
PLC ファンクションブロックが利用可
能

www.ixxat.com/plc-extensionwww.ixxat.com/diagnosis
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製品名 CANopen Master API SAE J1939 API
詳細 シンプルな PC ベースの制御やテ

ストプログラムの開発
J1939 サービス及びテストアプリ
ケーション開発

規格 CiA 301, CiA 305
含まれる
機能

PDO の送信/受信（同期、非同期）
ノーマル、優先、ブロック転送モー
ド対応 
クライアント (Master/Slave) 及
びサーバー SDO
NMT Node Control, NMT Error  
Control (Heartbeat, Node 
Guarding)
SYNC, EMERGENCY 及び 
TIMESTAMP オブジェクト
C, C#（ .NET core 含む）, vb.net, 
Delphi 及び LabView
マルチチャネル対応
Windows 及び Linux 対応

プロトコルソフトウェアのすべて
の機能をサポート
受信メッセージをシグナルに自
動変換（シグナルからメッセージ
への変換も同様）
シグナルの解釈には J1939 
Designer データベースを使用
複数の CAN チャネル及び J1939 
ネットワークに対応
Windows 及び Linux 対応

SAE J1939

API・プロトコルソフトウェア
PC ベースのアプリケーションやオートメーションデバイスに 
迅速で容易な実装を実現

Windows API/Linux
HMS では、PC ベースのアプリケーション開発が可能となる 
CANopen 
 
及び SAE J1939 API を提供しています。この API をもとに、制御
やサービス、テストプログラムを迅速且つ容易に実現できます。
フィールドバスシステムへのアクセスには Ixxat PC CAN イン
ターフェースをお使いいただけます。 

 

特長
Microsoft Windows 
DLL または Linux 
shared library を介し
てアプリケーションプロ
グラムを容易に接続

すべての PC インター
フェース規格に対応

世界中の何千ものアプ
リケーションでの運用
実績

プロトコルソフトウェア
PC ベースのアプリケーション向け API のほか HMS では
組み込みデバイス向けのプロトコルソフトウェアパッケー
ジを提供しています。  
ソフトウェアパッケージは、様々なマイクロコントローラー
プラットフォームやコンパイラーに対応していますが、特
定のターゲットシステムにも容易に適合可能です。 

対応プロトコル：
 CANopen – Slave/Master/Manager
 CANopen FD
 SAE J1939

ご要望に応じて、HMS ではお客様の開発プロジェクトの
ために包括的なサービスを提供いたします。 

 経験豊富なチームによる技術サポート
 ソフトウェア変更や実装、テスト、カスタムハードウェア

の開発

プロトコルソフトウェアパッケージの詳細は Ixxat Web 
ページをご覧ください。 
 

ツール
プロトコルソフトウェアパッケージや API のほか、お客様
の開発プロジェクトをサポートする設定・解析ツールを提
供しています。 

 CANopen DeviceExplorer
 CANopen DeviceDesigner
 SAE J1939 DeviceDesigner
 canAnalyser with CANopen, CANopen FD,  

DeviceNet, SAE J1939 Module

CANopen Device Manager

CAN 
Driver

CPU 
Timer

Transmit Queue

COB List

Receive Queue

CAN State

Queue 
Handler

CANopen 
Stack

Object Dic�onary

Applica�on

User 
Indica�on

CANopen プロトコルソフトウェア構成図

www.ixxat.com/protocols



製品名 Anybus X-gateway Anybus X-gateway 
CANopen

詳細 フィールドバス及び産業用 
Ethernet ネットワークを接続す
るゲートウェイ

CANopen ネットワークと
他の産業用ネットワーク
を接続するゲートウェイ

対応プロ
トコル

マスター/スレーブ及びスレー
ブ/ スレーブ機種:  

下記ネットワークに対応
する CANopen マスター
機能 
 
- CANopen Slave
- PROFIBUS Slave
- DeviceNet Slave
- Modbus RTU Slave
- ControlNet Slave
- PROFINET IRT Device
- EtherNet/IP Adapter
- EtherCAT Slave
- Modbus-TCP Slave

- CANopen
- DeviceNet
- SAE J1939
- ControlNet
- EtherCAT
- EtherNet/IP

- Modbus RTU
- Modbus-TCP
- PROFIBUS
- PROFINET IRT
- PROFINET IRT 

FO
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ネットワークゲートウェイ
Anybus X-gateway - 異なる 2 つの産業用ネットワークや  
PLC システムを接続するネットワーク変換器

Anybus ブランドの
CAN 製品 

特長
200 以上のネットワーク組
み合わせに対応

マスター/スレーブ及びス
レーブ/ スレーブ機種

高速 I/O データ交換、平均
伝送時間は 10-15 ms
スタンドアロンで運用可能
な堅牢なハウジング

設定ソフトウェア Anybus 
Configuration Manager 
を使用したシンプルな設定
で、プログラミングは不要

Anybus X-gateway 製品シリーズは、すべての主要な産業用ネッ
トワーク間で I/O データ交換を可能にします。CAN ベースのネット
ワークをあらゆるネットワークに接続可能です。

Anybus X-gateway
Anybus X-gateway は、CANopen や 
DeviceNet、SAE J1939 などの CAN 
ベースネットワークをはじめとする異
なる種の産業用ネットワーク間でサ
イクリック I/O データ通信を可能にし
ます。ネットワークによってはアサイ
クリックパラメータデータの伝送も可
能です。

本製品シリーズは、Siemens、Allen 
Bradley、Schneider Electric、
Misubishi、ABB、Omron、Hitachi、
Beckhoff、Phoenix Contact、Bosch 
Rexroth など主要な PLC メーカー製
品との接続実績があります。

プログラミング不要で簡単に設
置可能 

すべての X-gateway は、設定
ツールを用意しており、設定にプ
ログラミングスキルは不要です。

「Anybus Configuration Manager 
X-gateway」を使用すると、それぞれ
のネットワーク側の I/O データサイ
ズを設定することができ、データマッ
ピングやサイクリック I/O データとパ
ラメータデータの割付けを容易に定
義することが可能です。マスター/ ス
レーブ対応機種では、マスター側の
設定を適切なマスター設定プログラ
ムを使用して行います。

過酷な産業環境に耐える 

X-gateway は過酷な産業環境での
用途に合わせて設計されています。
DIN レールに取付可能、保護等級 
IP20、電源は 24 V DC が必要です。
X-gateway はインテリジェントなスタ
ンドアロンデバイスです。ファン不要
で運用可能、産業用の動作温度に対
応するよう設計されています。可動部
品は使用しておりません。

Anybus X-gateway 
CANopen
X-gateway CANopen ゲートウェイ
は、CANopen と主要なフィールドバ
ス及び産業用 Ethernet ネットワーク
を接続します。 

このゲートウェイは、CANopen 
Manager/Master として動作し、2 
つのネットワーク間で I/O データをト
ランスペアレントに伝送します。

設定

製品価格に含まれる Windows 
ベースの設定ツール、「Anybus 
Configuration Manager CANopen」
を使用すると、容易に設定できます。
また、他の標準 CANopen 設定ツー
ルを使用して CANopen マスターイ
ンターフェースから設定することも可
能です。

SAE J1939
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インターフェース 1: Slave/Adapter
インターフェース 2: CANopen Manager

PLC

Anybus X-gateway CANopen

www.anybus.com
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プロトコルコンバーター
Anybus Communicator - オートメーションデバイスを 
フィールドバス及び産業用 Ethernet に接続 

Anybus ブランドの
CAN 製品 

特長
接続されるオートメー
ション機器のハードウェ
アやソフトウェア変更
は不要

主要なすべての産業用
ネットワークに対応

すべての主要メーカー
製 PLC との互換性

設定ソフトウェア 
Anybus Configuration 
Manager を使用した
シンプルな設定で、プロ
グラミングは不要

Anybus Communicator は、シリアルインターフェース又は CAN でデ
バイスと接続し、CANopen, DeviceNet をはじめとするフィールドバス・
産業用 Ethernet 規格に接続します。

Anybus Communicator
シリアルインターフェース
Anybus Communicator は、RS-232、
RS-422、RS-485、Modbus RTU でデ
バイスに接続し、ドライブ製品やセン
サー、HMI、バーコードリーダー、RFID 
リーダー、などの多数のシリアルデバイ
スと産業用ネットワークを接続する外付
けインターフェースとして動作します。

また Communicator は、ほぼすべての
規格、又はお客様固有の独自プロトコル
を変換可能です。デバイスのハードウェ
アやソフトウェア変更は不要です。

主要メーカー製 PLC との互換性 

Anybus Communicator は、Siemens、
Allen Bradley、Schneider Electric、
Mitsubishi、ABB、Omron、Hitachi、
Beckhoff、Phoenix Contact、Bosch 
Rexroth など主要な PLC メーカー製品
との接続実績があります。

プログラミング不要で 
簡単に設置可能 

Communicator の設定は Windows ベースの無償の
設定ツール、「Anybus Configuration Manager」を使用
して実行します。Anybus Configuration Manager によ
り、Modbus のようなマスター/スレーブプロトコル又は 
CAN のような Consumer/Producer プロトコルなど、
ほぼすべてのシリアルプロトコルを設定できます。

設定を再利用することで 
時間もお金も節約

Communicator の設定は、いつでも保存し復元する
ことが可能です。これにより、例えば PROFIBUS から 
PROFINET に変更しなければならない場合、既存の 
PROFIBUS 用の設定をベースに PROFINET 用の設定を
容易に作成することができます。

製品名 Anybus Communicator Anybus Communicator CAN

詳細 シリアルインターフェースを持つ
デバイスを産業用ネットワークに
接続するプロトコルコンバーター

CAN インターフェースを持つデ
バイスを産業用ネットワークに接
続するプロトコルコンバーター

対応プロト
コル

- CANopen
- DeviceNet
- CC-Link
- ControlNet
- FIPIO
- Interbus
- Modbus-Plus
- Modbus RTU

- PROFIBUS-DP
- CC-Link IE 

Field
- EtherCAT
- EtherNet/IP
- EtherNet/IP 

2-port
- Modbus-TCP
- Modbus-TCP 

2-port
- PROFINET IRT 

- CANopen
- CC-Link
- ControlNet
- DeviceNet
- Modbus RTU
- PROFIBUS

- EtherCAT
- EtherNet/IP
- Modbus-TCP
- PROFINET IRT
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Modbus RTU 
RS-232

Modbus RTU イン
ターフェースを持つ
ネットワーク未対応の
機器

複数ノードを持つ 
CAN ネットワーク 

PLCCAN インターフェースを
持つ PC システム

シングルドロップ マルチドロップ

Anybus  
Communicator 
CAN

Anybus  
Communicator

Anybus Communicator  
CAN
Anybus Communicator CAN は、
Anybus Communicator と同様の原
理で動作しますが、唯一の違いはデバ
イスとの接続に CAN を使用する点で
す。

プロトコルコンバーターとして動作し、
CAN デバイスと産業用ネットワーク間
でデータを変換します。

CAN 2.0A 及び CAN 2.0B を 
サポート

Anybus Communicator CAN は、
CAN 2.0A 又は CAN 2.0B をサポー
トするすべてのデバイスに対応し
ます。本製品は、CAN ベースのほぼ
すべての Produce/Consume 及び 
Request/Response プロトコルを変
換します。

設定

CAN フレームと各フィールドバス・産
業用 Ethernet への変換の設定は、
Anybus Configuration Manager を
使用して実行します。

www.anybus.com
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製品名 CAN Cable Y CAN Cable Y CAN Cable CAN Adapter Cable

プラグ/ソ
ケット

D-Sub 9 ピン（ソケット 
x 1 /プラグ x 1)

D-Sub 9 ピンソケット - 
D-Sub 9 ピンソケット/プ
ラグ

D-Sub 9 ピンソケット - 
D-Sub 9 ピンソケット/プ
ラグ

RJ45 プラグ - D-Sub 9 -
ピンプラグ

長さ 2.0 m 22 cm 2 m 20 cm

その他 - ピン接続 1 対 1 
- シールド

-ピン接続 1 対 1 
-シールド

-ピン接続 1 対 1 
-シールド 2 本セット

製品名 アンテナ 底面マグネットアンテナ ねじ止め底面アンテナ

用途 Ixxat CANblue II 用 Ixxat CANblue II 用 Ixxat CANblue II 用

プラグ/ソケット RPSMA プラグ RPSMA プラグ RPSMA プラグ
ケーブル長 / サイズ - / 10 cm 1.5 m / - 2.0 m / -

製品名 CAN Termination CAN Termination  
with 2 resistors

プラグ/ソケット D-Sub 9 ピンソケット/プラグ D-Sub 9 ピンソケット/プラグ

終端抵抗 120 Ω（ピン 2 とピン 7 の間） 120 Ω（ピン 2 とピン 7 の間）
120 Ω（ピン 1 とピン 4 の間）

その他 ピン接続 1 対 1 ピン接続 1 対 1

CAN アクセサリー
終端抵抗・コネクター 
ケーブル・アンテナ

HMS では、様々なデザインの終端
抵抗やコネクター、ノード接続用
ケーブル、アダプターケーブルや 
Ixxat CANblue II 用アンテナなど、
CAN 製品のアクセサリーも取り揃え
ています。すべてのアクセサリーの
一覧は、Ixxat Web ページをご覧く
ださい。 

www.ixxat.com/accessories



www.ixxat.com

産業用通信と産業用 IoTのことなら
どうぞ HMS に

お気軽にご相談ください

Ixxat® は、 HMS Technology Center Ravensburg GmbH がスウェーデン、アメリカ、ドイツ、その他の国で保有する登録商標です。その他のマーク、表現は各企業の所有です。本書記載の他
の製品、サービスの名称はすべて各企業の商標です。
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